






研究目的 

 周産期死亡の減少対策には妊娠,分娩,新生児期と一連の周産期異常を系統的に調査し,

それぞれの原因に対して的確な対策が立てられなければならない。また,最近の死亡の動向

は成熟児死亡が減少し,低出生児ことに極小未熟児,超未熟児が増加しており,新生児期以

降に死亡する症例が増加している。これらは一連の要因に起因する可能性が強く,産科管理

から新生児保育,さらには乳児保育にわたって関連する原因の解明とそれに対応する管理

体系の確立が必要である。 

 本研究では,1)各施設での死亡調査により施設に個別的な死亡要因の特徴を抽出すると

ともに共通の病歴サマリーを用いて統計処理により疫学的検討を行う。2)抽出された疫学

的特徴を基礎に重要疾患群を対象とした周産期死亡発生防止のための指針を作成する。3)

妊娠から分娩,乳幼児期に至る疾患の追跡的データーに基き母子健康管理システムを検討

する。 


